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教育実践総合センタ一紀要 第 21号 2014年 3月

中学校技術科の「生物育成に関する技術Jの
学習活動に関する特徴分析

相津崇・

Analysis of Learning Activity on Nurturing Creatures 
in Junior High School Technology Education 

Shuu AIZAWA 

1 .はじめに

平成 20年に告示された中学校学習指導要領

(以下、新学習指導要領)では、技術・家庭科技

術分野(以下、技術科)の内容及び内容の取扱

いについて見直しが図られたに従前の学習指導

要領における技術科の内容は、「技術とものづく

りJ、「情報とコンピュータJの2つの内容から

構成され、各内容は必履修の学習項目と選択履

修の学習項目から構成されていた。しかし、新

学習指導要領における技術科の内容は、「材料と

加工に関する技術」、「エネルギ一変換に関する

技術J、「生物育成に関する技術」、「情報に関す

る技術Jの4つに再構成され、各内容及び各学

溜項目は、すべて必履修扱いに見直しが図られ
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新学習指導要領の技術科の内容の lつである

「生物育成に関する技術」は、従前の学習指導要

領の「栽培J領域や「作物の栽培Jの学習項目

に関する学習内容を踏襲し、新たに「動物の飼育j

や「水産生物の栽培J、「生物育成に関する技術

の適切な評価・活用」に関する学習内容が追加

されている。しかし、「栽培J領域及び「作物の

栽培jの学習項目は、従前の学習指導要領下に

おいて選択履修領域・項目として扱われ、学校

施設・設備の不備等から.多くの技術科教員は

.琉球大学教育学部

学習内容として取り扱っていない実態が報告さ

れている九そのため、多くの技術科教員は、指

導経験不足や教材の蓄積が少ないことから、「栽

培J及び「作物の栽培Jの学習内容を踏襲して

いる「生物育成に関する技術Jの学習指導は、

難しいと認識していることが報告されている九

さらに、多国・谷田 (2010)によると、技術科教

員は「生物育成に関する技術Jの授業計図・実施・

管理などに対して不安を抱いている事例も報告

されている九これらの報告から、多くの技術科

教員は、「生物育成に関する技術Jの学習指導を

進めていく上で、課題を抱えていると考えられ

る。

このような実状を鑑み、新学習指導要領への

対応を志向した先行研究が行われてきている。

藤川 (2012)は、新学習指導要領及びその解説脅

から、学習効果を高める指導モデルを作成し、

指導と評価の在り方について検討しているヘ高

橋ら (2011)は、「生物育成に関する技術」の学習

と環境教育との接合を試み、その教材のあり方

について検討を行っている九筆者も、検定済教

科書の分析を行い、学習内容の特徴について報

告をしている 8mo しかし、これらの先行研究は、

学習内容、指導モデル、教材開発に関する研究

であり、授業設計に必要な要素である学習活動
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の特徴については卜分な分析が行われていなしL 刊活動の特徴を考察することを試みている 13lo

また、新学科指導要飢では、「動物の飼育」、「水

産生物の栽刷、 f~I:物育成に附する技術の適切な 陵業設計|仲|学習活動|仲|行為動詞|
評価 .i山IJJの学宵内容が新たに追加され、各学

智内容を進めるにあたり、より実践的・体験的な 図1授業謝れ学習活動、行為臨調の関儒凪

学Wlili動をカリキュラムにi没定していくことが求

められている九そのため、従前のザ:門J行i話要領

の「作物の栽培Jにおける学世活動との比較を通

して、新学習指導要領の学習内容やねらいに日11し

た学門前!Ii)Jの特徴を明らかにすることが必要と考

えられる。

そこで本研究では、従前の学習指導要領の「作

物の裁措」と新学習指導要領の flf:.物育成に|期す

る技術Jにおいて、想定されている学科活動の比

較を通して、「生物育成に|刻する技術Jの学判i15
!Ii)Jの特徴について基慌的知見を得ることを 1，1的と

する。

2.研究の方法

本研究では、学習活動の特徴を分析するために、

文部科学省の学刊指導要領解説(以下、学刊指導

要領解説)を川いることにする。学習指導要領解

説は、学習指導要領に記されている説旬・内容の

意味や解釈等の詳細に説明がされており、 1::1標や

内容に即した基本となる学背活動が例示されてい

ると考えられたからである。

(1 )分析の対象

分析の対象は、平成 10年 12n ~!fh~の中学校学

宵桁導要領解説技術・家庭編(以ド、 111学刊指導

要領解説)における「作物の栽椛」の|勾符の11財投
いと平成 20:{ド 9月告示の中学校学四指導要領解

説技術・家庭樹(以下、新学押指導要領解説)に

おける「生物育成に|則する技術jの内符の取扱い

に附する記載内幸子である 2110)口

(2)分析の方法

高橋 (2010)は、凶之附・望月 (2004)の授業・の

全体構惣するときのモデル (MACETOモデル)

をもとに、授業設計、学習活動、行為動討の 3つ

の要素の関連について'ド.l己に示す|支11のように整

理している ll}12io そこで授業設立1'，学刊活動、行

為動詞は、相互に|剥述していることを示し、行為

動詞を分析することによって、それに|期述する学

本研究では、この尚橋 (2010)の先行研究をも

とにして、学背指導要領解説の記載内容から行為

動詞を抽出し、後述する分析し 2を通して学習

活動の特徴を分析する 12L

(3)行為動詞の種類と頻度(分析 1) 

行為動員liJは、学習者に対する行為動詞(学習行

為動詞、教授行為動詞)と、教授者に対する行為

動詞 (lJ}Jjj行為動詞)に分類することができる

130 学刊行為動員IiJは、 f---するjといった学習者

を主語とする動詞であり、教授行為動詞は f---さ

せるJといった教授者を主語とする動詞である。

表1 行為誠司の種類と定義(高橋(2010)より抜粋)

行為到~jì司の手間i 定義

学習者が行う動詞で

学哲行為
あるが、 f--するJと
いった学習者にとっ

動指l
て能動的な書き方の
動詞

マ:背布1こ文付

る行為!日j詞
学習者が行う動詞で

教授行為
あるが、 f--させるj

動J日l
といった学習者にと
って受動的な書き方
の動詞

教授者が行う動詞で
教授者1こ怠jす 助言h為 あり、授業での取り扱
る行為温JJJliJ 動~t司 いや進め方・4草:の教授

制改Iする動詞

行為動詞の種類とその定義を表 1に示す。

分析 lでは、!日学切指導要領解説の「作物の栽

JffJと新学宵指導要領の「生物育成に関する技術」

の I)~~予の取扱いから行為動詞を抽出し、表 l をも

とに分類し、各行為動詞の頻度と割合を算出し、

その特徴について考察する。
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(4)ブルームの教育目標体系による行為動詞の分

類(分析2)
分析 1において抽出した学習者に対する行為動

詞(学習行為動詞、教授行為動詞)をブルームの

教育目標の分類体系をもとに分類し、その特徴を

考察する。

ブルームの教育目標の分類体系では、教育活動

を通じて追及されるべき目標の全体を、「認知的

な領域J、「情意的な領域」、「精神運動的な領域j

に大別している。それぞれの領域ごとに、最終的

な目標達成にまで行き着く過程で、どのように目

標の系列を辿っていくことになるのか、という観

点から体系的に目標の明確化を図っている H)。各

領域の説明を下記に示す。

①認知的な領域:知識のレベルと、それより高

次の知的能力や技能関わる諸レベルに大別

される。

②情意的な領域:一定の態度・価値観がどのよ

うな段階をおって内面化していくか、とい

う観点から作成されたものである。

③運動的な領域:神経系と筋肉系との聞の協応

を達成していくことに関わっている。広義

の技能獲得に関わるものであり、協応、の水

準が高度なものになるにつれて、より洗練

された活動が、速く、しかも自動的な形で

なされることになる。

そして上記の各領域における目標分類の骨組み

は、表2に示す通りである。

表2教育目標のタキソノミーの全嗣嫡成

3手 価

5.0 総 A日A 個 性化 自然化

4.0 分 析 組 織化 分節化

3.0 応 用 価値づけ 精密化

2.0 理 解 反 応 巧妙化

l.0 知 識 受け入れ 模 倣

精神道跡:v:球蹴

t却水禍諸制l帥Z上がるに吋1、高度になる

ブルームの教育目標の分類体系をもとに「生物

育成に関する技術」の教育目標の分類体系を行為

Jli)J詞の例とともに衣3に示す。但し、高橋の先行

研究と同様に、認知的な領域は「知識・理解」、「応

用・分析J、「総合、評価Jの三段階の水準とし、

情意的な領域は態度や価値観が内而化していく過

程、精神述動的な領域は技能が洗練される過程に

ついては紺|分化せず扱うことにする lao

表3生物宵刷こ関する技術こおける目標と行為聡司の倒

者f械 能力及。~1Mrにおけるn~J~.\1司

主盤ムXiIる、気づく、踏まえる、瑚付る

知織・忠明 捉える

盤・主題:考える、考l依する

監盤堕匙ム砂J I?ÌJ~こする、見つける

応用・う〉析
盤謹製良ム附くる

聾理・分析:舵問符・る、分析する、

う鴻付る、比般tる

怨盟盤ム

総合.d~附Ij
alii!Uを立てる、選択する、|英阻させる、

川町庁る、 :C犬する、 a舵する

興味・臨む:

情lJiドメ主制或 ，tJ:加す・る、闘芯オる、態度合身につける、

尊ぞi寸る

作業・管理:

榊 11j!邸前な惇械 活用する、内肘る、子fてる、也管~-る、

I妙告する、飼育する

3.結果

新旧学習指導要領解説の内容の取扱いにおける

文章数、行為動詞の総数の結果を表4に示す。

表4新旧学習指噂要領における行為劃飼

旧学習指将要領
新学習指導要領

「作物のI捗告j

『生物育成に閲

する技術J

文章数 11 26 

行為動詞の総数 35 97 

L文章あたりの
2.5 3. 7 

行為動訴激
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旧学習指導要領解説における「作物の栽培Jの

内容の取扱いでは文章数が 14、行為動詞の総数

が35、l文章あたりの行為動詞数は 2.5であった。

それに対して、新学習指導要領解説における「生

物育成に関する技術jの内容の取扱いでは、文章

数が26、行為動詞の総数が97、1文章あたりの

行為動詞数は 3.7であった。全ての項目で旧学習

指導要領解説より新学習指導要領解説の方が高い

値を示した。

(1 )行為動詞の種類と頻度(分析 1) 

新旧学習指導要領解説から抽出した行為動詞

を、表 lの分類表をもとに分類し、各行為動詞の

頻度と割合を算出した。その結果を表5に示す。

表5新旧学習指導要領における各行為鵬司の頻度

車伴習指導要領
行為即j詞 旧学習指導要領

「生物育成に附す
の程甑 「作物の栽培J

る掛町

学習行為
12(36.4) 65(67.0) 

動詞

樹新子為
8(24.2) 8 (8.2) 

間鼠司

助言行為
13(39.4) 24(24.7) 

回j詞

合計 33 97 

注〉カッコ内は割合を示す

旧学習指導要領解説では、「助言行為動詞Jr学
習行為動詞Jr教授行為動詞Jの順で頻度が高く、

新学習指導要領解説では、「学習行為動詞j、「助

言行為動詞J、「教授行為動詞」の順で、頻度が高かっ

た。

行為動詞ごとに新旧学習指導要領での割合を比

較すると、学習行為動詞は、旧学習指導要領解説

より新学習指導要領解説の割合が高かった。教授

行為動詞と助言行為動詞は、旧学習指導要領解説

より新学習指導要領解説の割合が低かった。

(2)ブルームの教育目標体系による行為動詞の分

類(分析2)

研究 lで抽出した学習者に対する行為動詞を、

表3の分類表をもとに分類し、各項目で頻度を集

計した。その結果を表6に示す。

各領域では、新旧学習指導要領解説ともに「認

知的な領域」、「精神運動的な領域J、「情意的な領

域Jの/IInで頻度が高かった。

各項目では、 113学習指導要領解説では、「作業・

管理u、「知識J、「知識創造JのJllriで出現頻度が高

く、「思考・判断」、「問題発見J、「情報収集J、「整

理・分析」の 4つ項目で行為動詞は抽出されなかっ

た。新学習指導要領解説でも、「作業・管理J、「知
識J、「知識創造」のj順で‘出現頻度が高かった。そ

して頻度が少ない項目もあったが、設定したすべ

ての項目で行為動詞が抽出された。

表6教宵目標体系による行為蹄司の分類

新学問答胆翻
旧学習得鋲要領

低減 項目 時拘内部こ関
『作物の栽熔j

する繍j

匁蹴 6 15 
士稲穂..ffl挽早

!ι符・事1j1fr 。 3 

一
1111掴発見 。

(11) 一 (39) 
応!日・分析 ti糊峨 。

一
?限I!・分析 。

一
総合・1判illi 長Ul鵬1随・ 3 18 

情:@'yY.d戚耳E 興味・関心 2 

f側z迦掛前月此
11喋・管理 10 32 

依w(

注)カッコ内は各領域σ球続日を元干す

4.考察

学習指導要領の改訂に伴い、学習項目が2から

3に多くなったことや、新たに学習内容として「動

物の飼育」、「水産生物の栽培」、「生物育成に関す

る技術の適切な言f-fllli.活JlJJが付加されたことに

起 It_~して、内容の取り扱いにおける文章数、行為

動詞の総数が多くなったと思われる。また、これ

らのことに起因して各行為動詞の種類も多く例示

されていると思われる(付録 l参照)。

新学習指導要領は、学i当者がよりよい生活を創

造し、社会の変化などに主体的に対応できる能力

をはぐくむ・観点から改善が図られている九上記
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に関する能力の育成は、各学習内容において学習

者が、主体的に取り組む学習活動を通して育成さ

れると考えられる。このことに関連して、新学習

指導要領解説において従前の学習指導要領と比較

して学習者が能動的な行為を表す学習行為動詞を

用いた例示が増えたと思われる。従って、「生物

育成に関する技術Jのカリキュラムにおいては、

「作物の栽培」よりも学習者が主体的に取り組む

学習活動を多く設定していくことが求められてい

ると解釈される。

分析2より、学習行為動詞の種類については、

旧学習指導要領解説と比較して新学習指導要領解

説の方がより多くの行為動詞が抽出された(付録

2参照)。そして新学習指導要領解説では、旧学

習指導要領解説において州出されなかった「認知

的領域Jの「知識・理解j、「応用・分析J、「総合・
評価」の各水準及び各項目に対応したすべての行

為動詞が抽出されていた。新学習指導要領では、

新たに「生物育成に関する技術を適切に評価・活

用Jに関する学習内容が設定されている。この学

習内容は、「認知的領域Jにおいて、最も高次の

水準である「総合・評価」に属する学習内容と考

えられる口これらのことから、新学習指導要領で

は学習者が単なる知識・技能の理解と習得に留ま

らず、総合的な能力を育成するために、「認知的

領域」の各水準に属する多種多様な学習活動を行

い、能力を育成することが求められていると推察

される。そして、「認知的領域」に属する各学習

活動は、カリキュラム上において系統的に関連を

図りながら適切に配置していくことが必要と考え

られる。

「精神透度的な領域jにおいても、新学習指導

要領解説では、旧学習指導要領解説と比較して、

多くの学習活動が例示されていた(付録2参照)。

「精神運動的な領域Jに該当する行為動詞は、学

習指導要領で求めている実践的・体験的な学習活

動との関連性が深い。新学習指導要領では、「生

物育成に関する技術Jのねらいを達成するために

多くの実践的・体験的な学習活動を必要と考えら

れ、旧学習指導要領解説と比較して行為動詞数が

多く抽出されたと思われる。また、「精神運動的

な領域Jの行為動詞の中では、 fi舌用するj、「育

成するJ、「栽培する、~できるJ、「飼育する、~

できるJの頻度が多かった。このことから、これ

らの学習活動が「生物育成に関する技術Jの主な

実践的・体験的な学習活動として想定していると

考えることができる。

5.まとめと今後の課題

従前の学習指導要領の「作物の栽培」と新学習

指導要領の「生物育成に関する技術」で想定され

ている学習活動の比較を通して「生物育成に関す

る技術Jの学習活動の特徴を分析した結果、以下

の知見を符.ることができた。

(1)新学習指導要領では、学習項目数の増加や新

たな学習内容が付加されたことに伴い、旧学

智指導要領と比較して、多くの学習活動が例

示されており、各学習内容に応じた適切な学

習活動を設定していくことが求められている

と考えられた。

(2)旧学習指導要領と比較して新学習指導要領で

は、学習者・が課題に対して主体的に対応する

能力をはぐくむために、カリキュラム上、学

習者の主体的な学習活動を多く設定していく

ことが求められていると思われた。

(3)新学習指導要領では単なる知識の習得や理解

に留まらず、「思考・判断J、「問題発見J、「情
報収集J、「整理・分析Jなどの項目に該当す

る様々な学習活動をカリキュラム上に設定し

ていくことが必要と思われた。

(4)新学習指導要領の「生物育成に関する技術」

の主な実践的・体験的な学習活動として「活

用する」、「育成するJ、「栽培するJ、「飼育するJ
が考えることができた。

今後は、本研究結果や他の研究結果をふまえて、

技術科の「生物育成に関する技術Jのカリキユラ

ムづくりを行い、学習者の能力が適切に育成でき

るかを検証していくことが、次の課題として考え

られる。
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記されている。

(1)生物の生育環境と育成技術について、次の

司~Jjiを指導する。

ア 生物の育成に適する条件と生物の育

成環境を管理する方法を知ること。

イ 生物育成に関する技術の適切な評価・

活用について考えること。

(2)生物育成に|期する技術を利用した栽培又は
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ア 11 的とする生物の育成計闘を立て、
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付録1新旧学習指導要領解説における行為離骨ー覧

旧学習指導要領「作物の栽培』 新学習指導要領 I生物育成に限付ーる技術J

行為動詞 頻度 合計 行為動調 頻度 メE、E、ヨaf.

栽培する 知る 8 

収稜する 1丹}目する 6 

調理ける rfJ此する 5 

実施する 鰍向、鰍ができる 5 

道駅する 制背尚、倒背できる 4 

利用する 踏まえる 3 

使用する J'Y1isrサーる 3 

尊守与する 考献する 2 

倒語 j闘を立てる (変{りをとらえる 2 

溺 tできる 選択する 2 

適切にできる 工夫寸る 2 

味わう 生み出す 2 

illi聞を立てる 2 

特別ける 2 

考える

i 通

自IJ泣する

12 4佐野lける 67 
{必Hする

利Jfjする

検品付‘る

対応する
J1Jlt、る

J&り扱う

な指する

i凋ベる

明らかにできる

去にまとめる

立|制ける

1m胸吋・る
白拾する

(管制鳴 tJ~できる

知らせる 5 検討させる 3 

理解させる F間早させる 2 

関連させる 8 気f.防》せる 8 
身に付けさせる 昨キさせる

GlI耐を立てさせる

選択する 2 前ける、糊される 7 

扱う 西出佐ずる 6 

指導する 指導する 2 

削れる 取り上げる 2 

話調

中心とする 巧I症する

考慮する
13 

鞠廷7する
24 

取り担う 実施する

取り上げる (実科)を行う

踏まえる 選択する

選ぶ |民地付ける

用意する (辿腕)を図る

間約ーる
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付録2 ブJv-ームの教育目標体系による旧学習指導要領の『作物の栽培』と新学習指導要領の『生物宵刷こ関する掠術J

の行為鯨司の分類による一覧

旧学習指導要領 f作物の樹音j 野洋習指導要領『生物育成に附する技術j

行為動詞 劇変 i仁~a.~ 行為即鼠司 頻度 合計

知る、~させる 5 知る 8 

耳悌させる 貫郡させる 2 

知識
畑龍 6 倒凶tらえる 2 15 

踏まえる 2 

議 気付かせる

/ 考慮する 2 
思考・判断 。 。 3 

考える

若襲宮 面審
問題発見 ------

。 。 明ら削こできる

↑静制文集

------
。 。 調べる

盤邸主析 ----イ
。 。 盤君]rする

蹄付る~できる 樹f6.".d侶 4 

I~随させる ~j母虻弘~させる 3 

強 計画を立てる i!判l昨する 3 

嫡蹴l随・ 3 創世する 2 18 

話 生み出す 2 

工犬する 2 

i掛ける 2 

尊サ与する 駒させる
情意的な領域 2 

意識する

育てる 活用する 6 

適切こできる 育成する 5 

初音する 樹f弘、できる 5 

使用する 備t6.""できる 4 

実施する 管理する 2 

収稜する 作物:できる

調理する 2陥l庁る

作業・管理 利用する 10 使用する 32 

身に附fさせる 制御する

味わう ~Éj宝する

取り扱う

対応する

用いる

利用する

去にまとめる
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